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数
十
年
前
か
ら
家
庭
な
ど
か

ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
処
理
が

問
題
視
さ
れ
て
き
た
が
、
今
も

尚
ゴ
ミ
の
処
分
に
つ
い
て
充
分

な
結
論
は
出
な
い
ま
ま
ゴ
ミ
は

増
え
続
け
て
い
る
。

　

都
内
に
限
っ
て
言
え
ば
、
現

在
焼
却
施
設
が
二
十
二
か
所
あ

り
、
そ
こ
で
焼
却
さ
れ
た
後
に

残
る
灰
は
お
台
場
の
沖
に
あ
る

新
海
面
処
分
場
に
捨
て
ら
れ

る
。
し
か
し
飛
行
場
と
の
関
係

か
ら
こ
れ
以
上
、
海
に
処
分
場

を
増
設
す
る
の
は
難
し
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
早
い
時
期
の
対

策
が
望
ま
れ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
栃
木
県
益
子
町

に
あ
る
「
共
和
化
工
」
と
い
う

会
社
が
、
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
に
変

え
る
と
い
う
画
期
的
な
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。
微
生
物
で
生

ゴ
ミ
を
発
酵
さ
せ
有
機
物
を
分

解
し
堆
肥
と
し
て
再
利
用
す
る

と
い
う
循
環
型
の
社
会
を
目
指

す
取
り
組
み
だ
。

　

こ
の
堆
肥
を
利
用
し
た
イ
チ

ゴ
が
生
産
さ
れ
、
私
達
の
家
庭

で
味
わ
え
る
の
で
あ
る
が
、
品

質
に
優
れ
、
味
も
良
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
の
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
化
す
る
と

い
う
発
想
は
多
く
の
国
の
支
持
を

得
て
、
海
外
か
ら
も
視
察
に
訪
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
日
本
の
技
術
が

世
界
の
救
世
主
と
な
る
日
は
近
い
。

　

今
年
が
同
胞
諸
氏
に
と
っ
て

充
実
し
た
年
に
な
る
よ
う
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　
東
京
都
支
部
各
位
，

　

新
年
好
啊
！

　

大
家
身
体
都
好
了
嗎
？

　

多
謝
去
年
承
蒙
協
助
。

　

東
京
都
支
部
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
御
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。

旧
年
中
は
色
々
と
御
協
力
を
賜

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

扠
、
昨
年
の
東
京
都
支
部
の
活

動
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
先
ず
、

第
七
五
・
七
六
号
と
、
昨
年
中
も

年
間
二
回
の
支
部
報
の
発
行
が

出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
支
部

報
の
発
行
を
通
じ
て
、
宮
本
義

孝
岩
手
県
支
部
長
・
二
上
久
芳

宮
城
県
支
部
長
・
甲
斐
啓
一
郎

大
分
県
支
部
長
と
交
流
を
深
め

る
事
が
出
来
た
事
を
御
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
も
支
部
総
会
や

文
学
・
歴
史
散
歩
等
を
通
じ
て
、

群
馬
県
支
部
・
神
奈
川
県
支
部
・

千
葉
県
支
部
と
の
交
流
を
深
め

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
就
中
、

銀
座
コ
リ
ド
ー
街
の
コ
ー
ト
・

ダ
ジ
ュ
ー
ル
に
場
所
を
変
え
て

の
八
月
の
総
会
・
懇
親
会
で
は
、

初
め
て
参
加
さ
れ
る
若
い
会
員

の
方
も
多
く
、「
ほ
ほ
え
む
」
に

よ
る
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
十
月
の
千
葉

県
支
部
と
の
合
同
文
学
・
歴
史

散
歩
で
は
、
千
葉
県
支
部
の
周

到
な
御
準
備
に
よ
り
、
ま
た
、

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
船
橋
の
太

宰
治
旧
宅
跡
等
を
楽
し
く
巡
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
も
様
々
な
企
画
を
通
じ

て
皆
様
と
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

顧　

問　

井
上　

和
男
（
42
文
）

相
談
役　

菅
根　

順
之
（
24
文
）

支
部
長　

矢
澤　

喜
成
（
50
文
）

副
支
部
長　

星
野　

優
子
（
42
文
）

　

同　
　

大
山
由
美
子
（
47
文
）

幹
事
長　

片
山　

聖
英
（
50
文
）

監　

事　

大
渕　

俊
明
（
50
文
）

事
務
局
長　

中
原　

敬
二
（
62
文
）

常
任
幹
事　

畠
山　

幸
治
（
37
文
）

　

同　
　

家
永　
　

修
（
44
文
）

　

同　
　

髙
栁　

幸
雄
（
49
文
）

　

同　
　

齋
藤　

祐
一
（
51
文
）

　

同　
　

野
口　

明
宏
（
51
文
）

　

同　
　

菅
原　

義
博
（
53
文
）

　

同　
　

高
橋　

映
子
（
53
文
）

　

同　
　

原　

由
来
恵
（
63
文
）

　

同　
　

平
井　
　

領
（
75
政
）

　

同　
　

矢
田　

祐
樹
（
84
文
）

　

同　
　

荒
屋　

陽
子
（
85
文
）

新春を寿ぎ　心よりお慶び申し上げます
東京支部役員一同

新
年
好
啊

新
年
好
啊��

　
　
支
部
長

　
　
支
部
長    

矢
澤
　
喜
成

矢
澤
　
喜
成
（（
5050
文
）
文
）

ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る

ゴ
ミ
問
題
を
考
え
る

��

顧
問
顧
問    

井
上
　
和
男

井
上
　
和
男
（（
4242
文
）
文
）
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船
橋
の
文
化
と
人
に
酔
っ
た
一
日　
　

東
京
支
部　

花
岡　

邦
郎
（
48
文
）　

　

船
橋
の
魅
力
に
ふ
れ
て　
　東

京
支
部　

杉
江　

訓
子
（
47
文
）　

　
　
　
　〈
参
加
者
感
想
〉

・・船
橋
文
学
・
歴
史
散
歩
報
告

船
橋
文
学
・
歴
史
散
歩
報
告

事
務
局
長
　
中
原
　
敬
二

事
務
局
長
　
中
原
　
敬
二
（（
6262
文
）
文
）

　

十
月
二
六
日
（
土
）
一
三
時

京
成
船
橋
駅
改
札
前
集
合
。
千

葉
支
部
と
合
同
開
催
の
文
学
散

歩
。
天
気
は
曇
天
、
秋
晴
れ
と

は
い
か
な
か
っ
た
が
、
散
歩
に

は
涼
し
く
て
丁
度
良
い
気
温
で

あ
る
。
合
同
と
は
言
い
な
が

ら
、
ほ
と
ん
ど
千
葉
支
部
に
企

画
・
準
備
等
お
ま
か
せ
で
感
謝
。

東
京
支
部
は
矢
澤
支
部
長
を
は

じ
め
七
名
、
千
葉
支
部
は
河
野

支
部
長
を
は
じ
め
三
名
、
さ
ら

に
神
奈
川
支
部
か
ら
平
野
支
部

長
・
松
苓
会
長
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
合
わ
せ
て
十
一
名
の
参

加
者
で
あ
っ
た
。

　

解
説
は
千
葉
支
部
の
事
務
局

を
担
当
さ
れ
て
い
る
土
屋
誠
さ

ん
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
船
橋

の
太
宰
治
・
川
端
康
成
」で
あ
る
。

手
作
り
の
レ
ジ
ュ
メ
と
『
ふ
さ

の
国 

文
学
め
ぐ
り
』
と
い
う
冊

子
を
い
た
だ
き
、
出
発
で
あ
る
。

　

コ
ー
ス
は
次
の
と
お
り
。

①
九
重
橋（
太
宰
の
レ
リ
ー
フ
）

②
太
宰
治
旧
宅
跡
（
説
明
板
）

③
船
橋
大
神
宮
（
木
造
の
灯
明

　

台
は
船
橋
の
シ
ン
ボ
ル
）

④
旧
長
直
登
病
院
跡
（
太
宰
が

　

通
院
し
た
病
院
跡
地
）

⑤
川
奈
部
薬
局
（
太
宰
が
中
毒

の
鎮
痛
剤
を
入
手
し
た
薬
局
）

⑥
御
蔵
稲
荷
神
社
（『
晩
年
』　

　

口
絵
写
真
撮
影
地
）

⑦
船
橋
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
（
今
回
の
散
歩
休
憩
場
所
）

⑧
太
宰
治
の
夾
竹
桃
・
船
橋
市

　

民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
旧
居
か

　

ら
移
植
・
集
合
写
真
場
所
）

⑨
三
田
浜
・
玉
川
旅
館
跡
（
跡

　

地
の
一
角
に
説
明
版
）

⑩
川
端
康
成
文
学
碑
（
湊
町
二
丁

　

目
公
園
・
三
田
浜
関
連
説
明
版
）

　

船
橋
駅
付
近
は
怪
し
い
雰
囲

気
の
飲
屋
街
で
あ
る
が
、
路
地

に
少
し
入
る
と
太
宰
治
推
し
の

旗
が
あ
っ
た
り
、旧
跡
に
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
や
レ
リ
ー
フ
、
説
明
板

等
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
文
化

を
大
切
に
す
る
町
で
あ
る
こ
と

が
窺
え
る
。
土
屋
さ
ん
の
名
解

説
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
般

人
に
は
路
傍
の
石
と
思
わ
れ
る

石
碑
を
、
時
間
を
か
け
て
鑑
賞

す
る
の
は
流
石
、
二
松
学
舎
卒

業
生
達
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

太
宰
治
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が

ら
、
神
社
や
船
橋
発
祥
の
地
ま

で
紹
介
し
、
川
端
康
成
で
締
め

る
、
約
二
時
間
半
の
見
ど
こ
ろ

満
載
の
散
歩
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　

ま
だ
一
六
時
前
の
明
る
い
時

間
で
あ
っ
た
が
、
個
室
居
酒
屋

四
季
邸
船
橋
駅
前
店
に
入
店
、

背
徳
の
昼
飲
み
懇
親
会
へ
と
移

行
し
た
。
参
加
は
九
名
。
飲
み

放
題
で
酔
い
な
が
ら
、
名
物
教

授
や
授
業
等
、
思
い
出
話
で
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　

次
年
度
の
文
学
・
歴
史
散
歩

も
乞
う
ご
期
待
。
リ
ク
エ
ス
ト

も
受
け
付
け
ま
す
。
皆
さ
ん
も

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

十
月
二
六
日
土
曜
日
、
天
気

は
雨
が
上
が
り
、
暑
く
は
な
く

散
歩
日
和
に
な
っ
た
。
千
葉
県

支
部
と
合
同
で
総
勢
十
一
名
、

土
屋
さ
ん
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
船

橋
界
隈
の
文
学
・
歴
史
散
歩
に

参
加
し
た
。
初
め
て
船
橋
を
訪

れ
た
私
は
、
船
橋
の
地
名
の
由

来
の
レ
リ
ー
フ
を
見
て
感
激
し

た
。
太
宰
治
は
、
転
地
療
養
の

た
め
船
橋
在
住
は
一
年
三
か
月

と
短
く
は
あ
っ
た
が
、
後
に

「
十
五
年
間
」
で
船
橋
を
懐
か
し

ん
で
い
た
。
川
端
康
成
は
、
三

年
間
船
橋
に
滞
在
し
て
小
説
を

書
い
て
い
る
。
船
橋
は
所
々
に

文
学
碑
や
記
念
碑
を
丁
寧
に
建

て
て
い
て
、
文
化
を
大
切
に
し

て
い
る
街
だ
と
思
っ
た
。

　

散
歩
の
途
中
、
船
橋
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
三
〇
分
休
憩
し

て
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
。

土
屋
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
案

内
の
お
陰
で
、
私
は
船
橋
の
街

が
好
き
に
な
っ
て
い
た
。

　

素
敵
な
企
画
を
し
て
頂
き
楽

し
い
一
日
で
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
二
度
目

の
参
加
で
し
た
。
場
所
は
千
葉

県
船
橋
市
。
太
宰
が
一
九
三
五

年
か
ら
一
年
余
過
ご
し
た
所
で

す
。
千
葉
支
部
の
土
屋
さ
ん
が

作
っ
て
下
さ
っ
た
丁
寧
な
資
料

を
も
と
に
、
太
宰
の
旧
居
跡
・

九
重
橋
・
船
橋
大
神
宮
・
御
蔵

稲
荷
・
玉
川
旅
館
跡
・
旧
居
跡

か
ら
移
設
し
た
夾
竹
桃
・
川
端

康
成
文
学
碑
を
巡
り
、
終
了
し

ま
し
た
。
歩
数
は
一
万
五
千
を

優
に
越
え
て
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
懇
親
会
。
適
度
な
運

動
の
後
な
の
で
、
皆
さ
ん
よ
く

食
べ
、
よ
く
飲
み
ま
し
た
。
バ

イ
ト
の
方
が
気
の
毒
な
く
ら
い

お
代
わ
り
の
連
発
で
し
た
。

　

会
話
も
弾
み
、
あ
っ
と
い
う

間
に
お
開
き
の
時
間
に
。
松
令

会
平
野
会
長
、
河
野
千
葉
支
部

長
、
矢
澤
東
京
支
部
長
の
締
め

の
挨
拶
で
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

千
葉
支
部
長
の
河
野
さ
ん
と

ガ
イ
ド
役
の
土
屋
さ
ん
に
は
心

か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。　
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京
都
府
東
山
区
松
原
通
り

「
六
道
之
辻
」
指
標
向
か
い

に
あ
る
み
な
と
や
は
、
創
業

四
百
五
十
年
以
上
の
飴
屋
。

　

麦
芽
糖
と
ザ
ラ
メ
糖
で
作
ら

れ
た
「
幽
霊
子
育
飴
」
の
由
来

は
…
。
夜
な
夜
な
飴
を
買
い
に

来
る
女
性
、
受
け
取
っ
た
お
金

は
木
の
葉
に
変
身
。
不
審
に

思
っ
た
店
主
が
そ
の
女
性
を
追

う
と
墓
地
の
辺
り
で
姿
が
消

え
、
墓
の
中
か
ら
子
供
の
泣

き
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
身

ご
も
っ
て
亡
く
な
っ
た
母
親
が

　

二
松
詩
文
会
で
は
、
新
規
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

二
松
詩
文
会
は
、
二
松
学
舎

大
学
創
立
百
周
年
の
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
半
世
紀
に
及
ぶ

歴
史
と
伝
統
と
実
績
の
あ
る
漢

詩
愛
好
者
の
会
で
す
。

　

会
発
行
の
『
二
松
詩
文
』
は

日
本
唯
一
、
年
四
回
、
投
稿
、

添
削
掲
載
さ
れ
て
皆
様
の
お
手

元
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
皆
様
の
作
詩
さ
れ
た
漢

詩
に
つ
い
て
、
一
流
の
先
生
方

の
懇
切
丁
寧
な
添
削
に
よ
り
、

よ
り
良
い
漢
詩
作
に
励
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
入
会
さ
れ
、

漢
詩
作
に
励
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
誕
生
し
た
子
供
が
寺
の
和
尚

に
育
て
ら
れ
成
長
し
高
僧
に
な

ら
れ
た
と
伝
わ
る
の
は
、
京
都

上
京
区
七
本
松
の
第
二
十
世
貫

主
日
審
上
人
。

　

み
な
と
や
、
立
本
寺
以
外
で

飴
を
購
入
で
き
る
の
は
、
松
原

通
り
を
進
ん
だ
清
水
道
バ
ス
停

近
く
の
電
気
店
。
み
な
と
や
の

定
休
日
と
営
業
時
間
外
に
販
売

を
代
行
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

み
な
と
や
の
入
口
ガ
ラ
ス
戸

に
掲
示
の
「
水
木
し
げ
る
さ
ん

の
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
の
元
に

な
っ
た
飴
で
す
」
情
報
、
ま
た

落
語
の
「
幽
霊
飴
」
も
興
味
深

い
。

　

京
都
み
や
げ
に
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

子
供
の
た
め
に
幽
霊
と
な
り
飴

を
買
い
に
来
て
い
た
と
い
う
伝

説
。
店
の
あ
る
六
道
の
辻
は
現

世
と
冥
界
の
分
か
れ
道
。
京
都

の
葬
送
の
地
と
し
て
知
ら
れ
た

鳥
辺
野
の
入
口
で
、
処
刑
地

だ
っ
た
六
条
河
原
も
近
い
。

　

そ
ん
な
場
所
だ
か
ら
、
こ
の

不
思
議
な
話
は
す
ん
な
り
受
け

入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

中
国
や
イ
ン
ド
の
怪
談
が
源

に
な
っ
て
い
る
な
ど
諸
説
あ
る

幽
霊
飴
伝
説
。

　

日
本
各
地
に
あ
る
が
、
墓
場

副
支
部
長
　
大
山
　
由
美
子
（

副
支
部
長
　
大
山
　
由
美
子
（
4747
文
）
文
）

事
務
局
　
馬
淵
　
裕
之
（

事
務
局
　
馬
淵
　
裕
之
（
6060
文
）
文
）

シ
リ
ー
ズ
大
山
巡
り
③
　

シ
リ
ー
ズ
大
山
巡
り
③
　
続
・
六
道
之
辻
界
隈

続
・
六
道
之
辻
界
隈

二
松
詩
文
会
入
会
案
内

二
松
詩
文
会
入
会
案
内

　
「
武
蔵
野
の
俤
は
今
僅
か
に
入

間
郡
に
残
れ
り
」
で
始
ま
る
国

木
田
独
歩
の
名
著
『
武
蔵
野
』

の
俤
未
だ
に
残
る
東
久
留
米
市

に
住
ん
で
四
十
数
年
と
な
る
。

当
初
は
世
田
谷
区
に
住
ん
で
い

た
が
、
矢
張
り
武
蔵
野
の
俤
の

あ
る
当
地
に
住
み
た
い
思
い
か

ら
、
公
団
住
宅
に
数
回
応
募
し
、

当
選
し
た
次
第゚

　

そ
も
そ
も
の
始
ま
り
は
、
学

生
時
代
に
先
輩
を
訪
ね
て
西
武

池
袋
線
の
小
手
指
駅
あ
た
り
に

向
か
う
車
中
に
あ
っ
た
。
時
期

は
夏
期
休
暇
中
、
当
時
の
電
車

に
は
冷
房
と
て
な
く
、
開
け
放

た
れ
た
窓
の
遠
景
に
は
牛
舎
や

ら
豚
舎
が
見
え
、
強
烈
な
臭
気

が
遠
慮
な
く
車
内
に
漂
っ
て
い

た
。
爾
来
、
強
烈
な
そ
の
臭
気

に
は
辟
易
し
つ
つ
も
、
田
舎
育

ち
の
私
に
は
長
閑
な
田
園
風
景

や
ら
通
行
人
の
会
話
等
と
相

ま
っ
て
度
々
当
地
を
訪
ね
て
は

い
た
。

　

翻
っ
て
み
る
に
、
人
生
の
ス

タ
ー
ト
は
ま
さ
に
高
校
時
代
に

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
高
校
の

図
書
室
で
佐
古
純
一
郎
先
生
の

『
文
学
と
は
何
か
』
の
著
作
に
触

れ
た
こ
と
が
二
松
学
舎
大
学
を

知
る
き
っ
か
け
と
な
る
。
当
時

文
芸
部
に
は
五
・
六
人
の
部
員
が

所
属
し
、
Ｆ
氏
と
は
作
品
を
批

評
し
あ
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
会

費
不
足
の
中
、
字
の
上
手
な
Ｆ

氏
の
手
書
き
に
よ
る
ガ
リ
版
刷

り
の
部
誌
も
刊
行
し
、
作
品
を

発
表
し
た
。
ま
た
、
高
校
生
の

雑
誌
に
応
募
し
た
Ｆ
氏
の
小
説

が
、
そ
し
て
私
の
俳
句
が
新
聞

に
入
選
・
掲
載
さ
れ
る
等
、
高

校
生
活
を
謳
歌
し
た
。

　

や
が
て
、
Ｆ
氏
が
二
松
学
舎

大
学
に
、
事
情
の
あ
る
私
は
一

旦
会
社
に
就
職
し
た
も
の
の
、

新
聞
販
売
店
に
移
り
、
二
年
後

の
春
に
遅
れ
て
入
学
す
る
こ
と

と
な
る
。
入
学
早
々
、
Ｆ
氏
か

ら
新
聞
部
へ
の
勧
誘
等
が
あ
り
、

忙
し
い
学
生
生
活
を
過
ご
す
こ

と
と
な
っ
た
。

　

卒
業
後
、
地
方
で
の
教
員
生

活
を
経
て
、
学
校
法
人
二
松
学

舎
に
就
職
。
退
職
後
の
現
在
は
、

松
苓
会
東
京
支
部
及
び
自
治
会

役
員
と
し
て
、
ま
た
、
武
蔵
野
の

俤
が
残
る
落
合
川
・
黒
目
川
の
ほ

と
り
を
散
歩
し
、
夜
に
は
団
栗

の
竹
林
を
掠
め
る
微
か
な
音
に

改
め
て
驚
い
て
い
る
日
々
で
す
。

　

最
後
に
一
句

　

古
も
今
も
桜
は
桜
か
な

（
二
〇
一
九
・
四
・
二
二
読
売
新
聞
）

今
を
生
き
る
　
―
心
の
支
え
を
―

�

常
任
幹
事
　

常
任
幹
事
　
畠
山
　
幸
治

畠
山
　
幸
治
（（
3737
文
）
文
）

  《二松詩文会問い合わせ先》

 ［電話番号］
 03（3261）3535

（東アジア学術総合研究所内）
  〔メール］
 n-shibun@nishogakusha-u.ac.jp
 担当　馬淵裕之（60 文）
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「
柳
緑
花
紅
」
に
み
る
悟
境

「
柳
緑
花
紅
」
に
み
る
悟
境

��

常
任
幹
事
　

常
任
幹
事
　
齋
藤
　
祐
一

齋
藤
　
祐
一
（（
5151
文
）
文
）

　

中
国
詩
歌
史
上
に
お
い
て
、

同
時
代
の
杜
甫
と
と
も
に
最
高

の
存
在
と
さ
れ
る
李
白
。
最
高

の
詩
人
と
言
え
ど
、
ど
う
し
て

も
納
得
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
。「
静
夜
詩
」
で
あ
る
。

　
　

牀
前
月
光
を
看
る

　
　

疑
う
ら
く
は
是

　
　

地
上
の
霜
か
と

　

月
の
光
が
霜
に
見
え
た
と
い

う
比
喩
。
と
こ
ろ
が
月
光
が
霜

　

学
生
時
代
、
中
国
文
学
科
で

出
会
っ
た
李
白
の
『
将
進
酒
』。

当
時
は
「
人
生
得
意
須
尽
歓
」

（
人
生
楽
し
む
べ
し
）
の
一
句

に
魅
了
さ
れ
、
た
だ
酒
を
飲
み

楽
し
む
こ
と
が
、
こ
の
詩
の
本

質
だ
と
思
っ
て
い
た
。
青
春
の

輝
き
と
重
な
る
李
白
の
言
葉
に

心
躍
ら
せ
た
も
の
だ
。

　

し
か
し
、
社
会
人
と
な
り
、

こ
の
詩
の
奥
深
さ
に
気
づ
か
さ

れ
る
。
新
卒
一
年
で
の
退
職
、

家
業
継
承
、
そ
し
て
Ⅰ
Ｔ
ベ
ン

チ
ャ
ー
立
ち
上
げ
と
、
人
生
の

に
見
え
る
わ
け
な
い
と
感
じ
た

の
で
あ
る
。
比
喩
が
誇
張
さ
れ

過
ぎ
て
い
て
、
と
て
も
嘘
く
さ

く
感
じ
た
の
だ
っ
た
。

　

後
年
、
長
野
の
湯
田
中
温
泉

に
旅
し
た
時
の
こ
と
。
古
い
木

造
建
築
の
宿
に
泊
ま
っ
た
。
そ

こ
は
一
軒
宿
で
周
囲
は
山
ば
か

り
で
、
夜
に
な
る
と
辺
り
は
真

暗
闇
で
あ
っ
た
。

　

窓
を
開
け
離
し
て
寝
て
い
た

と
こ
ろ
、
ふ
と
何
か
の
明
る
さ

で
目
が
覚
め
た
。
窓
の
外
か
ら

月
光
が
差
し
込
ん
で
い
た
。

　
「
え
っ
え
っ
、
月
の
光
っ
て
、

こ
ん
な
に
明
る
い
の
か
。」

　

光
の
当
た
っ
て
い
る
蒲
団
の

辺
り
を
見
る
と
、
実
に
霜
が

降
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

ま
さ
に
李
白
の
比
喩
は
本
当

だ
っ
た
の
だ
。

　

た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ

る
が
、
私
に
は
驚
愕
だ
っ
た
。

　

夜
は
真
暗
闇
が
い
い
。
月
の
光
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
…
…
。

李
白
と
月
光
〈
静
夜
詩
〉
か
ら

李
白
と
月
光
〈
静
夜
詩
〉
か
ら

常
任
幹
事
　
野
口
明
宏

常
任
幹
事
　
野
口
明
宏
（（
5151
文文
））

李
白
李
白
『『
将
進
酒
』

将
進
酒
』  

酒
と
人
生
を
謳
歌
す
る
詩

酒
と
人
生
を
謳
歌
す
る
詩

��
�

　
常
任
幹
事
　

常
任
幹
事
　
矢
田
祐
樹
（

矢
田
祐
樹
（
8484
文文
））

岐
路
に
立
つ
た
び
に
、「
天
生

我
材
必
有
用
」（
我
に
才
あ
り
、

必
ず
用
い
ら
れ
ん
）
の
句
が
心

の
支
え
と
な
っ
た
。
不
安
と
期

待
が
入
り
混
じ
る
中
、
李
白
の

自
信
に
満
ち
た
言
葉
が
背
中
を

押
し
て
く
れ
た
の
だ
。

　

特
に
印
象
的
な
の
は
、「
白

髪
三
千
丈
」
の
一
節
。
人
生
の

儚
さ
を
嘆
き
つ
つ
も
、
だ
か
ら

こ
そ
今
を
精
一
杯
生
き
よ
と
い

う
李
白
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
時
に
挫
折
を
味
わ
い
、
時

に
成
功
を
手
に
す
る
中
で
、
こ

の
言
葉
の
重
み
を
よ
り
深
く
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

営
業
の
仕
事
に
携
わ
る
今
、

顧
客
や
同
僚
と
の
酒
席
で
『
将

進
酒
』
を
話
す
こ
と
が
あ
る
。

す
る
と
不
思
議
と
場
が
和
み
、

豊
か
な
時
が
進
む
の
だ
っ
た
。

李
白
の
豪
快
な
詩
は
、
千
年
以

上
の
時
を
超
え
、
今
な
お
人
々

の
心
を
掴
ん
で
離
さ
な
い
。

　
『
将
進
酒
』
は
、
単
な
る
酒

讃
歌
で
は
な
い
。
そ
れ
は
人
生

そ
の
も
の
を
讃
え
る
詩
な
の

だ
。日
々
の
喜
び
を
大
切
に
し
、

与
え
ら
れ
た
才
能
を
信
じ
、
そ

し
て
時
に
は
思
い
切
り
楽
し

む
。
そ
ん
な
李
白
の
人
生
哲

学
が
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち

に
も
新
鮮
な
響
き
を
持
っ
て
伝

わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　　

大
正
一
一
年
七
月
九
日
と
い

え
ば
、
森
鷗
外
の
亡
く
な
っ
た

日
で
あ
る
が
、
こ
の
日
、
山
形

市
の
千
歳
座
で
は
、
観
世
元
滋

（
二
四
世
宗
家
）
の
能
公
演
が
予

定
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

千
余
名
も
の
申
込
者
が
待
ち
わ

び
る
な
か
、
前
日
に
突
如
中
止

と
な
る
。能
楽
界
に
と
っ
て
、「
近

頃
の
大
事
件
」（『
謡
曲
界
』
大

正
一
一
年
八
月
号
）
で
あ
っ
た
。

　

中
止
の
理
由
は
会
場
に
あ
っ

た
。
こ
の
前
年
、
元
滋
を
代
表

と
す
る
能
楽
協
会
で
は
、
劇
場

で
の
演
能
禁
止
を
決
議
し
て
い

た
の
だ
が
、
千
歳
座
は
、
ま
さ

に
劇
場
（
芝
居
小
屋
）
だ
っ
た

の
で
あ
る
。「
第
二
公
園
仮
能

楽
堂
」
と
知
ら
さ
れ
て
い
た
元

滋
ら
は
、前
日
に
山
形
入
り
し
、

一
驚
を
喫
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
の
演
能
に
、
と
り
わ

け
強
硬
に
反
対
し
た
の
が
、
ワ

キ
方
の
重
鎮
で
、
夏
目
漱
石
の

謡
の
師
匠
で
も
あ
っ
た
宝
生
新

の
よ
う
で
あ
る
。
主
催
者
で
あ

る
観
世
会
山
形
支
部
と
、
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
打
開
策
を
協
議
し
た

が
折
り
合
わ
ず
、
つ
い
に
元
滋

は
、
世
間
の
批
判
を
一
身
に
浴

び
る
こ
と
を
覚
悟
の
上
で
、
中

止
を
決
断
し
た
の
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
観
世
会
山
形
支

部
の
設
立
は
、
こ
の
前
年
の
八

月
、
元
滋
が
上
山
温
泉
で
素
謡

会
を
催
し
た
と
き
で
あ
る
。
そ

の
席
上
、元
滋
は
「
柳
緑
花
紅
」

と
い
う
草
体
の
一
行
書
を
揮
毫

し
て
い
る
。
物
事
を
あ
り
の
ま

ま
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
、
悟

境
を
表
す
禅
語
で
あ
る
。
蘇
軾

の
詩
が
出
典
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
詩
集
な
ど
に
は
見
あ

た
ら
ず
、『
金
剛
経
』
の
注
釈

な
ど
か
ら
出
た
佳
句
の
よ
う
で

あ
る
。
能
の『
山
姥
』や『
芭
蕉
』

な
ど
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

　

鷗
外
が
重
い
症
状
に
陥
っ
て

い
た
そ
の
と
き
、
遥
か
山
形
の

地
で
、
元
滋
は
重
い
選
択
に
迫

ら
れ
て
い
た
。観
世
流
の
宗
家
、

能
楽
協
会
の
代
表
と
し
て
、
天

に
則
り
、
私
を
去
る
よ
う
な
決

断
を
下
し
た
の
は
、す
で
に「
柳

緑
花
紅
」
の
境
地
に
あ
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
か
。
宗
家
を
嗣
い

で
一
〇
年
、
元
滋
二
六
歳
の
と

き
で
あ
っ
た
。

　

元
滋
の
「
柳
緑
花
紅
」
の
書

は
、
現
在
、
縁
あ
っ
て
私
の
手

許
に
あ
る
。
到
底
か
な
わ
ぬ
よ

う
な
境
地
で
は
あ
る
が
、
折
折

に
巻
緒
を
解
い
て
、
そ
の
悟
境

に
触
れ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

特 

集

愛
す
べ
き
漢
文
・
漢
詩
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我
が
郷
里
の
儒
学
者

　　

私
は
不
真
面
目
な
学
生
達
が

集
う
と
い
う
横
須
賀
司
久
ゼ
ミ

に
所
属
し
、
平
成
六
年
に
中
国

文
学
科
を
卒
業
し
た
。
横
須
賀

先
生
の
専
門
は
唐
詩
で
、
ゼ
ミ

生
は
ほ
ぼ
李
白
か
杜
甫
を
卒
業

論
文
の
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
。

　

ゼ
ミ
合
宿
は
茨
城
県
大
洗

で
、
講
義
は
一
切
行
わ
ず
、
海

水
浴
を
挟
ん
で
史
跡
巡
り
、
夜

は
大
宴
会
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が

合
宿
で
大
丈
夫
か
と
心
配
す
る

ゼ
ミ
生
も
い
た
が
、
今
振
返
っ

　
山
行
示
同
志

　
　
　
（
山
行
、
同
志
に
示
す
）

草
場
佩
川
作

　
　

路
入
羊
腸
滑
石
苔

　
　

風
従
鞋
底
掃
曇
廻

　
　

登
山
恰
似
書
生
業

　
　

一
歩
歩
高
光
景
開

　

路
は
羊
腸
に
入
り
て
石
苔
滑

ら
か
な
り/

風
は
鞋
底
よ
り
雲

を
掃
う
て
廻
る/

山
に
登
る
は

恰
も
書
生
の
業
に
似
た
り/

一

歩
歩
高
く
し
て
光
景
開
く

【
羊
腸
】
羊
の
腸
の
よ
う
に
曲

が
り
く
ね
っ
た
険
し
い
山
道
。

【
鞋
底
】
わ
ら
じ
の
底
。

　

山
登
り
を
勉
学
に
た
と
え
て

門
人
を
戒
め
た
詩
で
あ
る
。

　

平
成
の
初
め
、
こ
の
詩
碑
が

〈
孔
子
の
ふ
る
さ
と
〉
多
久
聖

廟
公
園
内
に
建
て
ら
れ
た
。
多

久
聖
廟
は
足
利
学
校（
栃
木
県
）

閑
谷
学
校
（
岡
山
県
）
と
並
び

三
大
孔
子
廟
の
一
つ
で
あ
る
。

　

作
者
草
場
佩
川
は
佐
賀
藩
の

儒
学
者
。
又
南
画
や
墨
竹
画
を

よ
く
し
、
天
下
の
奇
才
と
称
せ

ら
れ
た
。
十
八
歳
の
と
き
藩
校

弘
道
館
に
入
り
、
二
十
三
歳
、

江
戸
に
出
て
昌
平
黌
で
学
ぶ
。

古
賀
精
里
に
師
事
し
、
二
十
五

歳
、
対
馬
で
朝
鮮
通
信
使
応
接

の
重
任
に
つ
ら
な
り
、
深
い
文

墨
の
教
養
も
っ
て
通
信
使
を
瞠

目
せ
し
め
た
。
の
ち
に
弘
道
館

の
教
授
と
な
り
、
学
者
と
し
て

全
国
に
名
を
馳
せ
た
。

　

当
時
の
生
徒
に
は
大
隈
重

信
、
副
島
種
臣
、
江
藤
新
平
ら

が
い
る
。
慶
應
三
年
八
一
歳
で

没
す
。
生
涯
の
作
詩
は
二
万
余

首
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
詩
に
出
会
っ
た
の
は
松

吟
会
（
吟
詠
部
）
で
あ
る
。

　

昭
和
五
年
、
二
松
學
舍
に
吟
詠
部

が
誕
生
し
た
。
二
松
學
舍
専
門
学
校

初
代
校
長
、
山
田
済
斎
先
生
は
講
師

に
渡
邊
緑
村
先
生
を
招
き
、
珠
玉
の

和
漢
詩
集
『
養
気
集
』
を
編
ま
れ
た
。

て
み
る
と
、
巡
っ
た
の
は
中
洲

先
生
ゆ
か
り
の
地
で
、
出
来
の

悪
い
学
生
達
が
飽
き
な
い
よ
う

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
組
み
合
わ
せ
て

い
た
の
か
と
も
思
う
。

　

本
学
に
入
職
し
て
数
年
た
っ

た
あ
る
日
、
夜
の
柏
校
舎
で
残

業
し
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
か

詩
吟
が
聞
こ
え
て
来
た
。
静
か

な
校
舎
に
響
き
渡
る
。
や
が
て

「
詩
吟
終
わ
り
ま
し
た
」
と
横

須
賀
先
生
が
報
告
に
み
え
た
。

吟
じ
た
の
は
月
が
綺
麗
だ
っ
た

か
ら
か
。
先
生
は
俗
離
れ
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
し
て

酒
好
き
だ
っ
た
。
そ
の
雰
囲
気

が
李
白
と
重
な
っ
た
。

　
『
月
下
独
酌
』
と
い
う
詩
が
あ

る
。
自
分
の
影
と
月
と
一
緒
に
宴

会
す
る
と
い
う
孤
独
だ
が
幻
想

的
な
五
言
古
詩
だ
。
友
と
飲
む

と
き
は
『
山
中
対
酌
』。「
一
盃
一

盃
復
一
盃
」
の
フ
レ
ー
ズ
で
有
名

な
七
言
律
詩
で
あ
る
。
い
ず
れ
の

漢
詩
も
独
特
な
空
気
感
が
あ
り
、

ま
さ
に
し
み
じ
み
と
し
て
趣
深

い
。
久
し
ぶ
り
に
李
白
を
感
じ

な
が
ら
酒
が
飲
み
た
く
な
っ
た
。

常
任
幹
事
　
家
永
　
修
（
44
文
）

思
い
出
と
愛
す
べ
き
漢
詩

　
事
務
局
長
　
中
原
　
敬
二
（

　
事
務
局
長
　
中
原
　
敬
二
（
6262
文
）
文
）

　

自
ら
の
精
神
の
核
や
自
ら
の

大
地
に
根
を
張
っ
た
精
神
を
創

り
た
い
と
志
し
た
の
は
高
校
時

代
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
論
語
』

の
授
業
で
あ
っ
た
。

「
憤
せ
ず
ん
ば
啓
せ
ず
、
排
せ

ず
ん
ば
発
せ
ず
。
一
隅
を
挙

ぐ
る
に
、
三
隅
を
以
っ
て
反

さ
ず
ん
ば
則
ち
復
び
せ
ず
。」

　
〈
分
か
ら
な
い
で
い
る
自
ら
を

憤
る
ぐ
ら
い
で
な
い
と
説
明
し

て
や
ら
な
い
し
、
分
か
っ
た
こ
と

を
発
す
る
こ
と
が
で
き
ず
煩
悶

と
し
て
い
る
よ
う
で
な
け
れ
ば

教
え
て
は
や
ら
な
い
。
一
つ
の
こ

と
が
示
さ
れ
れ
ば
、
他
の
三
つ
の

関
連
す
る
よ
う
な
こ
と
に
展
開

で
き
な
い
者
に
は
、
再
び
教
え

て
は
や
ら
な
い
〉
と
言
う
の
で
あ

る
。

　

な
ん
と
厳
し
い
言
葉
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
自
ら
の
中
に
学

ん
で
い
く
姿
勢
と
目
標
が
明
確

に
言
葉
と
な
っ
て
立
ち
表
れ
た

瞬
間
で
あ
っ
た
。

　

修
養
の
書
で
あ
っ
た
『
論
語
』

に
人
間
の
も
の
を
観
る
眼
の
幅

の
広
さ
を
教
わ
っ
た
。
も
の
を
観

つ
め
た
幅
の
あ
る
言
葉
に
魅
了

さ
れ
、
そ
う
し
た
言
葉
を
集
め

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

野
球
人
で
あ
る
野
村
克
也
氏

も
人
間
を
見
つ
め
た
多
く
の
言

葉
を
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
栗

山
英
樹
氏
は
、
手
に
持
っ
て
い

た
手
帳
が
話
題
と
な
り
、
そ
の

『
ノ
ー
ト
』
が
、
書
物
と
な
っ
て

発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
、

多
く
の
古
典
や
実
業
家
の
言
葉

が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
最
近
で
は
米
津
玄

師
氏
。
彼
は
言
葉
と
音
、
意
味

と
リ
ズ
ム
の
関
係
に
気
付
い
た

高
校
時
代
の
思
い
出
を
語
っ
て
い

る
。

　
「
燕
雀
安
く
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志

を
知
ら
ん
や
」
と
い
う
『
史
記
』

の
一
節
に
触
れ
た
と
き
衝
撃
を

受
け
、
そ
れ
か
ら
彼
も
言
葉
集

め
を
始
め
た
と
い
う
。

　

彼
の
場
合
は
、
歌
手
と
し
て

の
詞
（
こ
と
ば
）
集
め
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
が
、
自
ら
の
中
に

言
葉
を
蓄
え
て
い
く
と
い
う
行

為
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
基
本
に
漢
文
が
あ
る
の
だ
。

言
葉
を
蓄
え
る
意
味

言
葉
を
蓄
え
る
意
味

　
幹
事
長
　
片
山
　
聖
英
（

　
幹
事
長
　
片
山
　
聖
英
（
5050
文
）
文
）

　

昭
和
三
十
三
年
、
坂
本
胆
道

先
生
を
師
範
に
迎
え
、『
教
育

吟
詠
集
』
を
教
本
に
緑
村
流
吟

詠
部
は
再
興
さ
れ
た
。

　

こ
の
詩
を
朗
吟
す
る
時
、
ふ

る
さ
と
の
山
が
そ
こ
に
あ
る
。
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事
務
局
長
　
中
原
敬
二
（

事
務
局
長
　
中
原
敬
二
（
6262
文
）
文
）

　

昨
年
は
正
月
の
能
登
半
島
を

襲
っ
た
大
地
震
か
ら
始
ま
り
、

酷
暑
が
続
き
、
ど
う
も
落
ち
着

か
な
い
一
年
で
あ
っ
た
。

　
　

缶
ビ
ー
ル

　
　

遺
影
隠
る
る

　
　

ほ
ど
に
置
く　
　

素
子

　

千
明
素
子
さ
ん
の
句
を
お
借

り
し
て
拙
文
を
続
け
た
い
。

　

千
明
さ
ん
の
中
学
時
代
の
同

期
が
昨
夏
、
ご
逝
去
さ
れ
た
と

い
う
。
皆
で
墓
参
し
て
法
要
を

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
皆
が
友

の
た
め
に
缶
ビ
ー
ル
を
手
向
け

る
。
代
表
し
て
一
人
が
遺
影
の

前
に
手
向
け
れ
ば
い
い
の
だ

が
、
皆
が
ひ
と
罐か

ん

ず
つ
遺
影
の

前
に
手
向
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

友
の
死
の
辛
さ
か
ら
、
缶
に

浮
か
び
上
が
っ
た
水
滴
が
ま
る

で
泣
い
て
い
る
涙
の
よ
う
に
見

え
た
だ
ろ
う
が
、
同
期
を
取
り

囲
む
皆
の
優
し
さ
に
心
が
温
ま

る
句
で
も
あ
る
。

　

新
年
、
こ
う
し
た
人
々
の
優

し
い
心
が
拡
が
っ
て
笑
い
合
え

る
年
に
な
る
こ
と
を
祈
る
ば
か

り
で
あ
る
。　
　
　
　
（
片
山
）

　
「
四
十
二
年
間
漢
文
を
教
え

て
」
と
い
う
御
題
を
戴
い
た
も

の
の
、
自
分
と
し
て
は
、「
漢

文
を
」
と
い
う
よ
り
は
、「
国

語
を
教
え
て
来
た
」
と
い
う
意

識
が
あ
り
ま
す
。
漢
文
を
担
当

す
る
際
に
も
、
日
本
の
言
語
や

文
化
の
血
肉
と
な
っ
て
い
る
も

の
と
し
て
扱
っ
て
来
ま
し
た
。

　

大
学
院
修
士
課
程
の
一
年
目

に
、
難
波
正
久
教
授
の
御
紹
介

で
、
サ
レ
ジ
オ
高
等
学
校
で
、

非
常
勤
講
師
と
し
て
、
初
め
て

教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。（
難
波
先

生
の
御
子
息
も
教
え
ま
し
た
。）

　

で
す
か
ら
、
六
十
五
歳
で

定
年
退
職
を
迎
え
る
今
年
で
、

四
十
三
年
間
の
教
員
生
活
か

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
、

一
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、

四
十
二
年
間
と
な
り
ま
す
。
大

学
院
修
士
課
程
二
年
目
で
経

済
的
に
困
窮
を
来
し
、
当
時
付

属
高
校
の
校
長
を
さ
れ
て
い
た

佐
佐
木
鍾
三
郎
先
生
の
御
紹
介

で
、
東
京
進
学
教
室
と
い
う
予

備
校
に
一
年
間
勤
務
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
立
正
大
学
付
属

立
正
中
・
高
等
学
校
（
当
時
は

立
正
中
・
高
等
学
校
）
に
転
職

し
て
、現
在
に
到
る
訳
で
す
が
、

そ
の
間
、
予
備
校
等
で
も
長
ら

く
ア
ル
バ
イ
ト
も
し
て
い
ま
し

た
。（
内
緒
で
す
が
。）

　

こ
の
四
十
二
年
間
で
、
自
分

の
素
養
を
高
め
る
上
で
最
も
役

立
っ
た
の
は
、
丸
山
和
雄
先
輩

（
14
専
）
が
会
長
を
さ
れ
て
い

た
「
全
国
高
等
学
校
国
語
科
指

導
研
究
会
」
の
本
部
役
員
を
務

め
、
研
究
発
表
の
機
会
を
戴
い

た
事
や
、
東
京
都
高
等
学
校
文

化
連
盟
書
道
部
門
で
事
務
局
長

を
さ
れ
て
い
た
島
田
喜
一
先
輩

（
39
文
）
と
出
遭
い
、
副
会
長

と
し
て
「
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
東
京
大
会
」
の
運
営
に

携
わ
っ
た
事
で
す
。
ま
た
、
大

修
館
書
店
・
清
水
書
院
・
旺
文

社
・
三
省
堂
・
東
京
書
籍
等
の

指
導
書
・
古
語
辞
典
・
問
題
集

等
の
執
筆
に
関
わ
っ
た
事
も
よ

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
同
期

の
小
金
沢
豊
君
か
ら
の
御
声
掛

か
り
で
、
同
君
が
役
員
を
務
め

ら
れ
て
い
る
「
全
国
漢
文
教
育

学
会
」
の
二
松
學
舍
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
た
大
会
で
、
研

究
発
表
を
さ
せ
て
戴
い
た
事
も

よ
い
思
い
出
で
す
。

　

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国

語
科
の
教
員
と
い
う
意
識
で
今

迄
過
ご
し
て
来
た
訳
で
す
が
、

定
年
退
職
を
意
識
し
出
し
て
か

ら
こ
こ
数
年
は
、
漢
文
の
授
業

に
拘
っ
て
来
ま
し
た
。そ
れ
は
、

最
近
の
漢
文
の
研
究
授
業
で
、

電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
授
業
や
、
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
研
究
発
表
の
授
業
を
見
る

に
つ
け
、
こ
れ
は
漢
文
の
授
業

で
は
な
い
と
感
じ
て
し
ま
っ
た

事
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
漢
文

に
関
連
す
る
知
識
は
深
め
ら
れ

て
も
、
生
徒
が
漢
文
そ
の
も
の

を
読
む
力
が
つ
か
な
い
と
。
ま

た
、
昨
今
の
教
科
書
が
、
大
学

の
研
究
者
の（
理
論
武
装
し
た
）

突
飛
な
研
究
を
尊
重
し
て
い
た

り
、
訓
読
の
原
則
を
無
視
し
て

い
た
り
と
、
教
育
の
場
に
そ
ぐ

わ
な
い
と
感
じ
る
事
も
多
い
で

す
。

　

た
だ
面
白
く
、
生
徒
の
興
味

を
引
け
ば
よ
い
と
は
思
わ
な
い

の
で
す
。「
鬼
面
人
を
嚇
す
」

授
業
で
は
な
く
、
生
徒
が
自
分

で
漢
文
が
読
め
、
分
か
る
か
ら

面
白
い
と
感
じ
る
授
業
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
生
徒
と
共
に
声

を
出
し
て
漢
文
を
読
み
、
生
徒

と
の
問
答
を
通
じ
て
考
え
さ
せ

る
授
業
を
。

　

こ
ん
な
事
を
言
っ
て
い
る
国

語
科
教
員
は
や
が
て
い
な
く
な

る
の
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
今
の

自
分
の
支
柱
に
な
っ
て
い
る
の

が
二
松
學
舍
で
の
六
年
間
で
あ

る
事
に
鳴
謝
し
ま
す
。

四
十
二
年
間

四
十
二
年
間  

漢
文
を
教
え
て

漢
文
を
教
え
て

支
部
長
　
矢
澤
　
喜
成
（

支
部
長
　
矢
澤
　
喜
成
（
5050
文
）
文
）

　

令
和
六
年
八
月
か
ら
十
一
月
ま
で
に
年

会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
渕　

俊
明
（
50
文
）

桑
原　

玲
子
（
63
文
）

小
林　

正
寿
（
49
文
）

齋
藤　

曜
子
（
57
文
）

齋
藤　

祐
一 （
51
文
）

齋
藤
ゆ
か
り （
51
文
）

坂
口　

和
香 （
54
文
）

杉
江　

訓
子 （
47
文
）

髙
橋　

映
子 （
53
文
）

田
中　

裕
子 （
49
文
）

田
丸　
　

勉 （
39
文
）

寺
澤　

紀
子 （
54
文
）

野
口　

明
宏 （
51
文
）

花
岡　

邦
郎 （
48
文
）

牧
原　
　

立 （
65
文
）

丸
山　
　

裕 （
57
文
）

三
田　

惠
子 （
45
文
）

村
井　

英
子 （
49
文
）

矢
澤　

喜
成 （
50
文
）

山
口　

洋
子 （
54
文
）

渡
辺　

和
則 （
特
別
）

渡
邉　

良
一 （
55
文
）


